
マフィア化する政治 

 

標題は朝日新聞 6月 19 日朝刊「考Ｘ論」。リードから―数の力

にまかせた奇手に個人攻撃。認めず調べず謝らず―。「1強」に余

裕がなくなり、過剰なまでの強硬姿勢を見せる安倍政権。森友学

園と加計学園の問題では、数々の疑惑にフタをするばかり。かつ

てないほどすさんだ政治の現状を、長谷部恭男・早稲田大教授と

杉田敦・法政大教授に語り合ってもらった。浮かび上がったキー

ワードは「マフィア化する政治」だ。 

現在の日本政治を考えるうえで、示唆にとむ指摘が多い。とり

わけ印象に残った発言を記録しておきたい。 

 

杉田   「共謀罪」法が、委員会採決を省くという奇手を使って成立しました。対決

法案については与党の一存で委員会採決をバイパスできるという前例をつくってしま

った。議会の慣例は、将来にわたって議会政治を維持し、円滑に運用するために、立場

を超えてつくられたものです。それを数の力で破壊することは許されないし、非常に危

険です。 

長谷部   自分たちがずっと与党でいる前提に立たなければ到底できない、リスキーな

ことを安倍自民党は平気でやる。例えばこの先、自民党が下野して、衆参両院で共謀罪

法に反対している政党が多数をとり、共謀罪は廃止します、我々も自民党をお手本に議

論なしで採決強行しますと言われても、抵抗しようがありません。 

杉田   「１強」なのに余裕がない。これが現政権の特徴です。軽々に強硬手段に訴え

る。圧倒的な議席数を有しているのだから、国会会期を延長して、見かけだけでも整え

ればいいし、都合の悪い文書が出てきても「怪文書」などとせず、調査中と言えばいい

のに、恫喝的な態度をとる。森友学園や加計学園をめぐる疑惑と重ね合わせて考えると、

政治のあり方が、一種マフィア的になっているのでは。身内や仲間内でかばい合い、外

部には恫喝的に対応する。米国やロシアの政治も同様です。 

長谷部   公が私によって占拠されている。濃密な人間関係で強く結ばれた集団が、官

僚機構や一部マスコミも縄張りにおさめ、社会一般に対して説明責任を果たそうともし

ないで権力を行使するとき、公権力は私物化され、個人間の私的な絆をテコに政治が行

われる。社会全体にとって何が利益かを丁寧に説明し、納得を得ることで権力は民主的

な正当性を獲得しますが、現政権はそんなものは必要ない、反対するやつは切り捨てれ

ばいいと。まさにむき出しのマフィア政治です。 



杉田   首相は、憲法改正について読売新聞のインタビューで 2020 年の新憲法施行を目

指すと表明し、改憲推進団体にビデオメッセージを送りました。しかし、いざ国会で説

明を求められても答えず、読売新聞を熟読せよと。身内意識を隠そうともしない。公権

力の担い手としての説明責任を放棄しています。 

長谷部 自分の頭でものを考えるか、為政者の言う通りにしておけば間違いないと考え

るか。そのせめぎ合いがいま起きているのではないか。右か左かではない。自分で考え

て自分で判断をする人は、右であれ左であれ、共謀罪は危ないと思うでしょうし、マフ

ィア政治は良くないと考えるでしょう。日本国憲法の理念は「どう生きるかは自分で判

断する」。安倍政権はその理念を崩したいと思っている。自分でものを考える人間は、

マフィアにとっては面倒なだけですから。 

杉田 現憲法の「個人」を「人」に変えた自民党憲法改正草案はその意図を如実に示し

ています。ただ安倍首相は草案を勝手に棚上げし、９条に自衛隊の存在を明記する加憲

を主張し始めた。自衛隊を憲法に明確に位置づけるだけで、現状は何も変えないと。 

長谷部 首相はそう言い張っていますが、自衛隊の現状をそのまま条文の形に表すのは

至難の業というか、ほぼ無理です。そもそも憲法改正は現状を変えるためにやるもので

しょう。現状維持ならどう憲法に書こうがただの無駄です。日本の安全保障が高まるこ

とは１㍉もない。自衛官の自信と誇りのためというセンチメンタルな情緒論しかよりど

ころはありません。そう言うといかにも自衛官を尊重しているように聞こえますが、実

際には、憲法改正という首相の個人的な野望を実現するためのただの道具として自衛官

の尊厳を使っている。自衛官の尊厳がコケにされていると思います。 

杉田 憲法に明記されることで、自衛隊はこれまでのような警察的なものではなく、外

国の軍隊と同じようなものと見なされ、性格が大きく変わるでしょう。首相が最近よく

使う「印象操作」という言葉は、この加憲論にこそふさわしい。だまされないよう、自

分の頭で考え続けて行かなければなりません。 

 

                              (2017 年 6月 22日)  


